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体
制
を
整
備
す
る 

▼
就
学
援
助
が
生
活
保
護
費
の
引
き

下
げ
に
連
動
し
な
い
よ
う
に
→
平
成

25
年
当
初
に
就
学
支
援
を
受
け
て
い

た
要
保
護
者
は
継
続
す
る
。
準
要
保
護

者
も
継
続
す
る
よ
う
市
町
村
に
依
頼

す
る 

▼
国
保
ド
ッ
ク
補
助
の
再
開
→
特
定

健
診
の
検
査
項
目
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
１
／
３
を
国
・
県
・
市
で
助
成 

▼
聴
覚
障
害
者
の
両
耳
の
補
聴
器
購

入
助
成
→
医
学
的
な
判
断
が
あ
れ
ば

特
例
で
２
個
支
給
は
あ
り
う
る 

▼
自
衛
隊
岐
阜
基
地
周
辺
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
助
成
対
象
区
域
の
見
直
し
→

現
在
、
実
態
を
よ
り
反
映
し
た
も
の
に

な
る
よ
う
検
討
中 

ー
ほ
か
の
主
な
要
求
ー 

▼
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
回
線

増
▼
国
保
料
滞
納
世
帯
主
へ
の
資
格

証
明
書
発
行
中
止
▼
産
科
・
小
児
科
、

関
ヶ
原
病
院
、
飛
騨
市
民
病
院
、
高
山

厚
生
病
院
、
久
美
愛
厚
生
病
院
の
医
師

不
足
解
消
▼
介
護
療
養
型
医
療
施
設

廃
止
の
撤
廃
▼
児
童
養
護
施
設
へ
の

措
置
費
増
額
、
指
導
員
の
配
置
基
準
の

改
善
▼
長
良
川
河
口
堰
ゲ
ー
ト
の
一

時
開
放
、
環
境
影
響
調
査
▼
木
曽
川
水

系
導
水
路
事
業
の
中
止
▼
亜
炭
廃
坑

予
防
充
填
▼
原
発
即
時
撤
退
▼
ブ
ル

ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
飛
行
中
止
▼

ブ
ル
ー
ル
ー
ト
で
の
米
軍
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
行
訓
練
中
止 

◆
奨
学
金
延
滞
金
利
息
10
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ 

 

文
科
省
と
の
交
渉
で
は
、
現
在

10
％
の
奨
学
金
延
滞
利
息
の
引
き

下
げ
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、「
日
本

学
生
支
援
機
構
の
延
滞
金
賦
課
率
を

平
成
26
年
度
概
算
要
求
で
５
％
に

引
き
下
げ
る
」
と
回
答
。
ほ
か
に
、

返
還
猶
予
を
５
年
か
ら
10
年
に
す

る
こ
と
、
延
滞
者
も
猶
予
制
度
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
返
還

猶
予
対
象
の
本
人
収
入
300
万
円
以

下
に
つ
い
て
世
帯
人
員
な
ど
家
庭
の

状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
基
準
を
作
る

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
か
か
わ
る
瑞
浪
市
の

超
深
地
層
研
究
所
に
つ
い
て
、
原
子

力
研
究
開
発
機
構
が
平
成
26
年
９

月
末
ま
で
に
成
果
の
と
り
ま
と
め
を

行
い
、
施
設
を
廃
止
す
る
か
残
す
か
、

来
年
９
月
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
経

産
省
は
同
研
究
所
に
か
か
わ
る
現
在

の
電
源
立
地
交
付
金
は
、
最
終
処
分

場
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。 

◆
国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
低
所
得

者
対
策
改
善 

 
厚
労
省
で
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
料

や
介
護
保
険
料
の
減
免
を
求
め
た
こ

と
に
対
し
、
低
所
得
者
向
け
に
２

割
・
５
割
軽
減
の
拡
充
、
低
所
得
者

の
多
い
保
険
者
へ
の
財
政
支
援
（
国

保
）、
介
護
保
険
給
付
の
保
険
料
負
担

割
合
と
は
別
枠
で
公
費
投
入
し
て
低

所
得
者
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図

る
（
介
護
）
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
公
的
年
金
と
児
童
扶
養
手
当
の
差

額
を
支
給 

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
障
害
年
金
（
子

加
算
）
や
遺
族
年
金
と
児
童
扶
養
手

当
の
併
給
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養

手
当
よ
り
低
額
の
公
的
年
金
を
受
給

す
る
場
合
、「
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を

平
成
26
年
度
概
算
要
求
に
盛
り
込

ん
だ
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
雇
用
促
進
住
宅
廃
止
に
つ

い
て
は
、
「
平
成
26
年
３
月
ま
で
退

去
を
中
止
し
て
い
る
が
４
月
以
降
に

つ
い
て
は
検
討
中
。
東
日
本
大
震
災

で
も
延
長
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
踏

ま
え
て
最
終
的
に
判
断
し
た
い
。
入

居
者
が
不
安
な
部
分
も
あ
る
の
で
早

急
に
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

◆
リ
ニ
ア
の
不
安
、
次
々
に 

 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
凍
結

な
ど
の
要
望
で
は
、
参
加
者
か
ら
水

脈
枯
渇
や
断
層･

地
震
、
ウ
ラ
ン
鉱

床
、
電
磁
波
の
影
響
な
ど
住
民
の
不

安
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
国
交

省
は
、「
水
の
問
題
は
認
可
の
条
件
に

は
な
い
が
、
地
元
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
工
事
す
る
か
み
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

ー
ほ
か
の
主
な
要
求
と
回
答
ー 

▼
30
人
以
下
学
級
の
実
現
→
７
年

 

党
岐
阜
県
委
員
会
は
10
月
28
日
、
省
庁
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
は
６
省
55
項
目
に
及
び
、
参
加
者
は
住
民

の
切
実
な
思
い
を
届
け
ま
し
た
。
交
渉
に
は
大
須
賀
志
津
香
県
議
、
鈴
木
正
典
県
国
会
議
員
団
事
務
所
長
を
は
じ
め

地
方
議
員
ら
が
参
加
、
佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
、
井
上
哲
士
参
院
議
員
が
同
席
し
ま
し
た
。 

で
中
３
ま
で

35
人
に
す
る 

▼
正
規
教
員

の
増
員
→
非

正
規
教
員
の

都
道
府
県
別

配
置
状
況
を

公
表
。
非
正
規

を
含
む
研
修


